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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、分子シャペロンのカルネキシンファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、カルシウム結合性の小胞体（ER）関連タンパク質で、新しく合成されたN結合型糖タンパク質と一時的に相互作用し、タンパク質のフォールディングと組み立てを促進します。また、誤ってフォールディングされたタンパク質サブユニットをER内に保持して分解に供することで、タンパク質フォールディングの品質管理において中心的な役割を果たすと考えられます。同じタンパク質をコードする選択的スプライシング転写バリアントも報告されています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：小胞体で新しく合成された糖タンパク質と相互作用するカルシウム結合タンパク質。タンパク質の組み立てを補助したり、組み立てられていないタンパク質サブユニットをER内に保持したりする働きがあると考えられます。誤って折り畳まれたタンパク質を保持することで、ER の品質管理装置で重要な役割を果たしているようです。,オンライン情報:カルネキシンエントリ,類似性:カルレティキュリンファミリーに属します。,細胞内位置:ステージ I からステージ IV までのメラノソーム分画で質量分析によって特定されています。,
	研究分野
	抗原の処理と提示;
	画像データ
	

	カルネキシン抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	カルネキシン抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	EGF 200 ng/ml 30μlで処理したHeLa細胞ライセートのCalnexin抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, カルネキシンポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, カルネキシンポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット腎臓組織の免疫蛍光染色。1, カルネキシンポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット腎臓組織の免疫蛍光染色。1, カルネキシンポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット脾臓組織の免疫蛍光染色。1, カルネキシンポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	ラット脾臓組織の免疫蛍光染色。1, カルネキシンポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。

